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に
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け
る
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時
代
の
工
業
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名古屋市における明治時代の工業化

現
在
の
工
業
地
域
の
発
生
は
巨
視
的
に
み
れ
ば
二
つ
の
形
態
が
あ
る
。

一
つ
は
古
い
伝
統
を
基
盤
に
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の

一
つ
は
伝
統
と
は
無
関
係
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
お
も
な
工
業
空
間
は
前
者
の
場
合
が
多
く
、
名
古
屋
の
場
合
も
同
様
で
あ

る
が
、
こ
の
伝
統
を
基
盤
と
し
た
工
業
化
の
例
と
し
て
課
題
を
設
定
す
る
。
明
治
時
代
の
名
古
屋
の
工
業
化
は
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
的

伝
統
と
周
辺
地
域
の
農
村
工
業
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
空
聞
を
成
立
さ
せ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
発
展
の
テ
ン
ポ
は
早
く
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
京
浜
や
阪
神
地
方
が
早
く
か
ら
国
家
資
本
と
結
び
つ
き
、
技
術
の
導
入
を
急
い
だ
の
に
比
し
て
、
名
古
屋
は
国
家
資
本
と
の

結
び
つ
き
が
遅
く
①
、

ま
た
地
元
商
業
資
本
も
工
業
資
本
に
投
下
さ
れ
る
比
率
が
低
く
、
大
企
業
的
な
生
産
形
態
を
と
る
こ
と
が
遅
れ

た
o

で
あ
る
か
ら
産
業
革
命
の
進
行
は
お
そ
く
、
綿
紡
そ
の
他
の
若
干
の
企
業
を
除
け
ば
、
永
ら
く
マ
ニ
ュ
的
形
態
に
よ
る
生
産
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
工
業
生
産
の
シ
ェ
ア
の
高
か
っ
た
織
物
や
陶
磁
器
工
業
の
如
き
も
、
明
治
時
代
を
通
じ
て
前
近
代
的
な
道
具
を
使
用
し
、

5 

零
細
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
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名
古
屋
は
洪
積
層
の
台
地
が
東
部
か
ら
西
部
に
向
っ
て
存
在
し
、
さ
ら
に
細
長
く
南
部
に
突
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
台
地
の
周
辺
部
は

湿
地
で
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
、

ほ
と
ん
ど
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
。
城
下
町
は
こ
の
台
地
の
西
北
部
に
建
設
さ

れ
、
宿
場
町
・
門
前
町
熱
田
は
細
長
く
突
出
し
た
最
南
部
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
明
治
に
な
る
と
こ
の
地
形
が
市
街
地
の
建
設
や
工
業
地

域
の
成
立
に
影
響
し
、
初
期
の
工
業
は
何
れ
も
東
部
と
南
部
の
台
地
上
に
伸
長
し
て
い
る
o

し
か
し
や
が
て
沖
積
地
の
一
部
に
も
工
業
化

が
現
わ
れ
、
新
し
い
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
て
く
る
。
特
に
明
治
二

O
年
、
国
鉄
東
海
道
線
の
開
通
と
共
に
道
路
の
建
設
や
市
街
地
化
は
、

濯
概
用
水
路
の
潰
滅
を
も
た
ら
し
、
こ
の
湿
地
地
帯
も
漸
次
乾
燥
化
し
、
二
六
年
愛
知
郡
下
広
井
町
(
名
古
屋
駅
附
近
)
に
設
立
し
た
三

重
紡
績
愛
知
分
工
場
の
操
業
し
た
こ
ろ
か
ら
、
急
激
に
工
業
化
し
て
い
る
o

し
か
し
明
治
時
代
の
工
業
地
域
は
、

ほ
と
ん
ど
洪
積
台
地
上

に
展
開
し
、
低
地
工
業
化
は
台
地
の
辺
縁
部
に
僅
か
拡
散
し
た
程
度
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
筆
者
の
工
業
化
と
は
、
無
工
業
地
域
が
有
工
業
地
域
へ
、
次
元
の
低
い
工
業
地
域
が
高
次
の
工
業
地
域
に
転
換
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
は
時
代
を
背
景
と
し
た
人
間
の
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
外
来
や
内
来
か
ら
生
ず
る
技
術
や
資
本
な
ど
が
問
題

と
な
ろ
う
。
し
か
し
工
業
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
は
、

工
業
の
業
種
、
規
模
、
動
力
、
労
働
人
な
ど
の
歴
史
的
過
程
に
お
け
る
地
域
の
消

長
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

A
と
B
の
徴
地
域
は
時
代
に
よ
っ
て
立
地
の
類
似
と
相
違
の
現
象
を
生
じ
て
い
る
。
本
論
は
名
古
屋
に
お

け
る
明
治
時
代
の
工
業
化
が
如
何
な
る
過
程
の
も
と
に
地
域
を
形
成
し
た
か
、
時
間
と
空
間
の
関
係
を
捉
え
な
が
ら
、

工
業
地
域
形
成
の

意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
基
盤
と
な
っ
て
、
現
在
の
名
古
屋
工
業
地
域
を
出
現
さ
せ
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た

ぃ
。
な
お
本
論
は
お
も
に
②
尾
参
宝
鑑
と
@
愛
知
県
統
計
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
た
。
筆
者
は
か
つ
て
「
@
産
業
革
命
期
に
お

け
る
尾
西
機
業
地
域
」
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
本
論
は
そ
の
続
編
と
す
る
。



註

①
阪
神
地
方
で
は
明
治
三
年
一
二
月
堺
紡
績
所
が
開
業
し
、
五
年
四
月
官
営
と
な
り
、
京
浜
地
方
で
は
鹿
島
紡
績
所
が
同
年
九
月
に
操
業
を
開
始
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
名
古
屋
で
は
一
七
年
に
、
漸
く
名
古
屋
紡
績
が
開
業
し
た
。

②
小
菅
廉
尾
参
宝
鑑
明
治
三
O
年一

O
月
発
行
。

①
明
治
四
O
年
愛
知
県
統
計
書
明
治
四
一
年
発
行
。
こ
の
ほ
か
名
古
屋
市
史

名
古
屋
商
工
会
議
所
昭
和
一

O
年
発
行
。

④
川
崎
敏
「
産
業
革
命
期
の
尾
西
機
業
地
域
」
歴
史
地
理
学

紀
要

明
治
前
期
の
工
業
化

大
正
三
年
発
行
。
名
古
屋
市
に
お
け
る
工
業
適
地
に
関
す
る
研
究

ム

/、

昭
和
三
九
年
二
一
月
。

名
古
屋
に
お
け
る
初
期
の
工
業
化
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
で
あ
る
が
、
本
格
的
に
工
業
化
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
時
代
か
ら
で
あ

名古屋市における明治時代の工業化

内
工
業
や
マ
ニ
ュ
的
な
生
産
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
一

O
年、

る
。
江
戸
時
代
の
工
業
は
城
下
町
の
中
に
お
い
て
、
日
用
品
や
工
芸
的
な
も
の
が
製
造
さ
れ
@
、

七
曲
町
(
@
旧
城
下
町
の
東
南
)
に
県
立
養
蚕
所
が
設
立

」
れ
が
明
治
初
期
に
も
継
続
し
て
、
家

さ
れ
、
群
馬
県
よ
り
工
女
を
招
い
て
座
繰
製
糸
の
講
習
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
一
一
一
年
に
は
撞
木
町
(
⑦
旧
城
下
町
の
東
)

に
太
田
組
製
糸

場
が
設
立
さ
れ
、
二
九
年
に
は
市
外
(
現
在
は
市
内
)
西
春
日
井
郡
金
城
村
(
@
名
古
屋
城
の
北
)

に
製
糸
工
場
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
生
糸
の
製
造
は
明
治
政
府
が
殖
産
興
業
を
奨
励
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
達
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
こ
の
頃
の
尾
北
地
方

働
力
な
ど
が
、
必
、
ず
し
も
発
展
の
条
件
を
提
供
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o

の
農
村
地
域
は
、
蒸
気
力
を
使
用
し
た
製
糸
工
業
が
盛
大
を
極
め
て
い
る
o

名
古
屋
の
よ
う
な
都
市
地
域
に
お
い
て
は
原
料
・
水
利
・
労

7 

綿
糸
工
業
に
お
い
て
は
一
二
年
に
機
械
綿
糸
が
計
画
さ
れ
た
が
実
現
に
至
ら
ず
、
漸
く
一
七
年
に
な
っ
て
村
松
彦
七
等
に
よ
る
名
古
屋
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紡
績
が
開
業
し
た
。
こ
の
紡
績
会
社
は
正
木
町
(
@
大
須
観
音
の
南
)
に
資
本
金
三
万
四
七

O
O円
、
鍾
数
回

0
0
0、
職
工
一

O
八
人

の
企
業
で
、
発
足
し
て
い
る
o

な
お
二
七
年
に
は
五

O
万
円
に
増
資
し
、
二
九
年
に
は
一

O
O万
円
に
増
資
、
三
八
年
に
は
錘
数
三
万

O

三
八
四
、
職
工
二
二
六
五
人
に
成
長
し
て
い
る
o

市
外
(
現
在
は
市
内
)
で
は
二
二
年
奥
田
正
香
等
に
よ
る
資
本
金
五

O
万
円
の
尾
張
紡

績
が
愛
知
郡
熱
田
町
尾
頭
に
開
業
、

一
万
五

O
O
O錘
を
設
備
し
、
二
六
年
に
は
三
重
紡
績
愛
知
分
工
場
が
、
愛
知
郡
那
古
野
村
下
広
井

(
名
古
屋
駅
南
)
に
開
業
し
、
綿
糸
の
ほ
か
広
幅
綿
布
の
製
造
を
兼
業
し
て
い
る
o

こ
の
三
紡
績
会
社
は
何
れ
も
蒸
気
力
を
使
用
し
て
近

代
化
の
道
を
歩
き
、
産
業
革
命
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
o

織
物
工
業
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
木
綿
の
飛
白
を
織
出
し
た
佐
々
…
紛
が
製
織
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
一
四
年
久
屋
町
(
旧
城
下

町
の
東
)
に
県
立
織
工
場
が
で
き
、
さ
ら
に
一
九
年
に
は
下
堀
川
町
(
旧
城
下
町
の
南
、
堀
川
筋
)
に
佐
々
織
会
社
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
佐
々
縞
は
明
治
一
一
年
祖
父
江
源
次
郎
が
士
族
婦
女
子
授
産
の
目
的
を
も
っ
て
、
資
本
金
一
万
二

O
O
O円
の
愛
知
物
産
組
を

組
織
し
、

工
場
を
七
曲
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)
に
設
け
、
後
に
高
岳
町
(
旧
城
下
町
の
東
)
に
移
転
し
、
ガ
ス
糸
を
使
用
し
た
絹
綿
交

織
の
双
子
織
も
製
織
し
た
。
ま
た
岡
木
綿
は
絞
仲
買
商
尾
関
清
治
郎
が
、
真
岡
木
綿
の
需
要
不
能
を
慨
き
、

し
て
製
織
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
二
六
年
に
は
舎
人
町
(
旧
城
下
町
の
東
)
に
名
古
屋
製
織
会
社
を
つ
く
っ
て
い
る
。
博
多
織
は
一
一
一
ー

一
三
年
ご
ろ
野
村
甚
=
一
郎
が
博
多
よ
り
当
市
竪
杉
町
(
名
古
屋
城
の
東
)
に
住
み
、
輿
益
社
と
い
う
工
場
を
創
設
し
て
製
織
を
始
め
、
絞

一
九
年
に
谷
徳
治
郎
に
依
嘱

は
慶
応
三
年
に
脇
部
与
右
衛
門
が
下
園
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
始
め
、
二
年
に
は
七
間
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
国
産
所
を
つ
く
っ
て
い

る
o

綿
毛
布
は
一
六
年
吉
村
富
三
郎
に
よ
っ
て
玉
屋
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
、
タ
オ
ル
は
二
三
年
竹
内
伊
右
衛
門
が
前
塚
町
(
大
須
観
音

付
近
)
に
、
メ
リ
ヤ
ス
は
一
八
年
に
佐
藤
某
が
始
め
、
二
一
年
に
伊
藤
伝
七
が
上
長
者
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
製
造
販
売
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
織
物
業
は
尾
西
・
知
多
な
ど
の
周
辺
地
域
に
比
し
て
遅
れ
て
発
生
し
た
が
、

一
0
年
代
に
は
基
盤
を
形
成
し
、
二

0
年
代



に
著
し
い
発
展
を
示
し
て
い
る
。
二
八
年
に
お
け
る
お
も
な
工
場
を
あ
げ
て
み
る
と
、
絹
綿
交
織
物
を
製
造
し
て
い
た
竪
代
官
所
(
旧
城

下
町
の
東
)
の
愛
知
物
産
が
二
三
年
に
創
設
さ
れ
女
工
一
一
二
五
人
、
す
で
に
述
べ
た
愛
知
物
産
組
は
絹
綿
交
織
や
木
綿
織
物
を
製
造
し
女

工
七
三
八
人
、
南
長
島
町
(
旧
城
下
町
の
南
)
の
一
五
年
創
設
の
坂
本
工
場
は
綿
毛
布
を
製
造
し
女
工
五
八
人
、
駿
河
町
(
旧
城
下
町
の

官b
'コ
t~ 

明治28年の工業化(職工10人以上の工場)

二一統
O 五計
t 、に
四内従
九訳え
人はば
が一一
三 o0 
、 l 人
五一以
O 九上
t 人の
九が工
九六場
人、は

名古屋市における明治時代の工業化

{大Itl∞人以上の工場]
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東
)
の
二

O
年
創
設
の
田
中
織
物
は
綿

毛
布
・
肩
掛
・
膝
掛
を
製
造
し
、
男
工

一
五
・
女
工
一
五
人
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
織
物
工
場
は
出
機
を
も
っ
て
い

る
関
係
か
ら
、
出
機
の
職
工
数
も
含
ま

れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
職
工
数

は
必
ず
し
も
、
そ
の
工
場
内
で
働
い
て

い
る
数
と
は
限
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

図 1

が
二
、

一
O
O人
以
上
が
二
、
不
詳
が

一
と
な
っ
て
お
り
、
創
立
年
は
元
年

1

一
九
年
が
四
、
二

O
I二
九
年
ま
で
が
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明治28年の名古屋市(旧)の工業(職工10人以上の工場)

1綿織刺酷富里 1時建硝団量其Idi 
糸物繍造器宝チ計具議扇類他

工場数| 1 15 17 7 9 16 24 4 2 5 3 5 8! 116 

10"-"19人| 6 15 7 2 14 4 1 1 4 2 4 7 I 67 

職
20"-"ω 3 2 2 2 5 1 1 1 

50"-"99人l 2 2 8 1 

工 1 2 2 7 2 1 
1，000人

不 詳l 1 1 2 

創 以明 治前 I 1 2 1 1 6 

明治元| 1 4 2 1 4 8 9 1 1 3 2 1 
立 19まで

11 15 3 5 6 15 3 1 2 3 28まで
年
不詳| 2 2 

動機力
汽機| l 3 4 

15 17 7 9 16 24 1 2 5 3 5 8! 112 

表 1

尾参宝鑑(明治30年発行)の工場名簿によって筆者が整理作成した。このほ

か有力な工場に，汽機を使用した愛知郡熱田町の107.7人の紡糸工場と同那古

野村に1762人の綿糸・綿布工場があった。この時代には石油・ガス発動機。

発電機・電動機を使用している工場はない。

一
一
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
的
に
は
旧
域

下
町
の
東
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
の
台
地

上
に
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
に
は

か
な
り
の
賃
機
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
⑬
O陶

磁
器
工
業
は
明
治
一
六
年
滝
藤
万
次

郎
が
南
外
堀
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
輸
出

向
の
彩
磁
製
造
所
を
つ
く
り
、
画
工
一

O

O
人
を
養
成
し
た
が
、

や
が
て
名
古
屋
陶

磁
器
画
焼
付
組
合
を
組
織
し
、
画
工
二
一

0
0人
が
加
入
し
て
い
る
。

」
れ
が
現

在
、
瀬
戸
で
生
産
さ
れ
た
陶
磁
器
を
絵
付

加
工
す
る
工
場
の
創
立
と
な
っ
て
現
わ
れ

て
い
る
。
二
一
一
年
に
は
加
藤
梅
太
郎
が
七

曲
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)
に
田
代
支
庖

を
設
け
、
陶
磁
器
貿
易
を
開
始
し
た
。
二

八
年
に
お
け
る
製
造
戸
数
は
三
一
、
登
窯



(
五
間
)
、
錦
窯
二
二
五
、
職
工
一
、
二

O
O人
、
生
産
五

O
万
円
で
、

一
O
以
上
の
工
場
は
五
工
場
で
あ
る
。
最
大
の
工
場
は
南
外
堀

町
の
滝
藤
画
工
場
で
職
工
男
八

O
人
、
次
が
南
武
平
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)
の
松
村
磁
器
製
造
所
で
職
工
男
二
二
二
・
女
八
人
で
あ
っ
た
。

後
者
は
村
松
八
次
郎
が
設
立
し
た
も
の
で
、
二
九
年
に
は
新
栄
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
移
転
し
、
さ
ら
に
後
に
は
愛
知
郡
千
種
村
に
移

転
し
て
い
る
。
外
延
的
工
場
移
転
の
よ
い
例
で
あ
る
。
二
八
年
に
は
こ
の
ほ
か
一

O
人
以
上
の
工
場
は
西
瓦
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)

陶
磁
器
画
焼
付
工
場
(
男
工
三

O
人
)
、
新
出
来
町
(
旧
城
下
町
の
東
)
に
陶
磁
器
製
造
所
(
男
工
一
三
・
女
工
二
)
、
前
津
小
林
(
旧
城

下
町
の
南
)
に
不
二
見
焼
(
職
工
数
不
明
)
が
あ
っ
た
。
な
お
三
九
年
に
な
る
と
白
壁
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
松
風
支
庖
工
場
が
輸
出

陶
器
製
造
を
開
始
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
陶
磁
器
の
輸
出
が
漸
次
活
発
化
し
て
い
る
@
o

七
宝
焼
の
製
造
は
江
戸
時
代
か
ら
七
宝
村
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

四
年
岡
谷
惣
坊
が
鉄
砲
町
(
旧
城
下
町
)

に
七
宝
会
社
を
つ
く

名古屋市における明治時代の工業化

一
三
年
に
工
場
を
横
三
蔵
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

は
林
小
伝
次
が
八
百
屋
町
(
旧
城
下
町
の
南
)
に
、

一
四
年
に
は
川
出
柴
太
郎
も
七
宝
製
造
所
を
開
設
、

一
六
年
に
は
安
藤
重
兵
衛
が
矢
場
町
(
旧
城
下
町
の
南
)
に
製
造
を
始
め
た
。
セ
メ

に
移
し
て
い
る
。

一
五
年
に

りン
ト
工
業
は
二

O
年
高
島
嘉
右
衛
門
に
よ
っ
て
、
愛
知
セ
メ
ン
ト
商
会
が
、
愛
知
郡
熱
田
町
白
鳥
(
熱
田
神
宮
の
西
)

八
年
に
は
蒸
気
力
を
使
用
し
、
職
工
一
五
五
人
の
工
場
に
成
長
し
て
い
る
。

に
つ
く
ら
れ
、
二

ガ
ラ
ス
工
業
は
明
治
二
年
谷
半
十
郎
が
押
切
町
(
名
古
屋
城
の
西
)
に
薬
ピ
ン
や
玩
弄
品
の
製
造
を
始
め
、

四
年
に
は
松
本
新
平
が
南

武
平
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)
に
水
呑
コ
ッ
プ
や
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
の
製
造
を
始
め
、
八
年
に
は
八
神
幸
助
が
撞
木
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
薬
ピ
ン
の
製
造
を
、
二
一
年
に
は
中
市
場
(
城
下
町
内
)

の
石
塚
元
三
郎
と
西
二
葉
町
(
名
古
屋
城
の
東
)

の
石
塚
岩
三
郎
が
協
力
し

て
、
元
三
郎
は
販
売
、
岩
三
郎
は
製
造
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
二
八
年
に
は
柴
田
建
次
郎
が
南
鍛
治
屋
町
(
旧
城
下
町
の
東
南
)

に
ラ

11 

ン
プ
製
造
を
や
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
は
何
れ
の
工
場
も
職
工
一

0
1
二
O
人
未
満
で
あ
る
が
、
最
大
な
も
の
は
撞
木
町
の
八
神
硝
子
で
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職
工
二
五
人
を
も
っ
て
い
た
。

木
製
品
工
業
は
尾
張
藩
が
木
骨
の
山
林
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
名
古
屋
が
木
材
の
集
散
地
と
な
り
、
建
具
・
桶
・
樽
・

二
二
年
ご

ろ
に
な
る
と
東
片
端
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
堀
田
吉
兵
衛
が
人
力
車
を
製
造
し
、

や
カ三

仏
壇
な
ど
の
製
造
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
ご
ろ
関
鍛
治
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

の
国
枝
鍬
吉
も
製
造
し
て
い
る
o

ま
た
こ
れ
と
同
時
に
荷
車
の
製
造
も
盛
ん
に
な
り
、

て
鉄
製
車
輔
工
業
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
九
年
奥
田
正
香
等
が
資
本
金
五

O
万
円
で
日
本
車
輔
を
堀
ノ
内
町
(
名
古
屋
駅
の

(
旧
城
下
町
の
西
)

に
は
鉄
道
車
輔
が
設
立
さ
れ
た
。
な
お
一
九
年
に
は
上
畠
町

付
近
)
に
仮
工
場
を
つ
く
り
、
ま
た
同
時
に
古
渡
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

(
旧
城
下
町
内
)

に
安
井
工
場
、
二
八
年
に
は
西
洲
崎
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

に
浅
野
工
場
(
職
工
一

O
人
)
が
蒸
気
力
を
使
用
し
て
セ
メ
ン
ト
樽
・
材
木
挽
木
を
行
い
、
二
一
年
に
は
針
屋
町

に
名
古
屋
建
具
製
造
会
社
(
職
工
二
五
人
)
が
創
設
さ
れ

た。
時
計
工
業
も
車
輔
工
業
と
共
に
、
木
製
品
工
業
の
発
達
と
関
係
が
深
く
、
明
治
一
七
、

八
年
ご
ろ
中
条
勇
次
郎
が
掛
時
計
を
製
造
し
た

に
時
盛
社
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
同
年
松
山
町
(
旧
城
下
町
の
東
、
杉
ノ
町
の

東
)
に
移
転
し
て
い
る
。
こ
れ

の
が
始
ま
り
で
、
二
四
年
に
は
杉
ノ
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

表 2 明治28年の工業生産

(単位:綿糸ば 1，000貫)
その他は 1，000円

京市 糸 382 

織 物 275 

陶 磁 器 500 

-l::; 宝

扇 子 114 

ーマ ヅ チ 176 

刺 繍 17 

i黍 器

麦稗経木真田 24 

度量衡器 20 

i由 類 286 

ij'g 類 263 

醤 油 j留 150 

紳I 毛 布 118 

時 言十 206 

団 扇 27 

援 燈 90 

有向 子 17 

割b 80 

傘 37 

ロウソク 35 

菓 子 98 

塗 箸 14 

名古屋市史(大正4年発行)

すこよる。塗箸は29年のもの

が
後
の
林
時
計
で
二
八
年
に
は

職
工
四
二
八
人
に
成
長
し
た
。

ま
た
二
五
年
に
は
水
野
伊
兵
衛

等
が
愛
知
郡
御
器
所
村
に
時
計

製
造
を
開
始
し
、
二
六
年
に
は



資
本
金
五
万
円
を
も
っ
て
愛
知
時
計
を
東
橘
町
(
大
須
観
音
の
東
)

に
つ
く
っ
た
が
、
専
ら
木
製
品
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
れ
も
二
八
年

に
は
職
工
二
九
六
人
、
蒸
気
力
を
使
用
し
た
工
場
に
成
長
し
た
。
ま
た
二
七
年
に
は
加
藤
時
計
が
伊
勢
町
(
旧
城
下
町
内
)

に
、
鶏
印
時

計
が
東
二
葉
町
(
名
古
屋
城
の
東
)

に
、
二
八
年
に
は
星
野
時
計
が
矢
場
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

に
、
同
年
明
治
時
計
が
前
津
小
林
に
創

設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
代
ま
で
に
時
盛
社
・
愛
知
時
計
・
鶏
印
時
計
の
三
工
場
は
共
に
蒸
気
力
を
使
用
し
て
い
る
o

さ
ら
に
二
九
年

に
は
水
野
時
計
が
城
番
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
立
地
し
た
。

機
械
工
業
は
地
場
産
業
と
結
び
つ
い
て
発
達
し
た
織
機
が
注
目
さ
れ
る
。
車
輔
工
業
も
時
計
工
業
も
機
械
工
業
に
属
す
る
が
、
こ
れ
ら

と
同
時
に
織
機
の
製
造
が
始
ま
っ
た
。
二
三
年
豊
田
佐
吉
が
木
製
人
力
織
機
を
発
明
し
、
二
八
年
に
は
動
力
用
豊
田
式
織
機
が
つ
く
ら

れ
、
二
一
八
年
に
は
自
動
織
機
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
豊
田
商
会
が
武
平
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
工
場
を
つ
く
っ
て
生
産
に
乗
り

名古屋市における明治時代の工業化

ま
た
二
六
年
に
は
東
古
渡
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

に
松
井
工
場
が
織
機
や
石
油
発
動
機
の
製
造
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
織
機

出
し

の
製
造
は
織
物
工
業
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
至
る
ま
で
従
来
の
手
織
機
が
か
な
り
多
く
、
永
い
間
使

用
さ
れ
て
い
た
。

マ
ッ
チ
工
業
は
明
治
一
三
年
高
岳
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

の
杉
山
弥
三
郎
が
、
医
土
麻
生
頼
三
郎
に
つ
い
て
発
火
薬
調
剤
の
法
を
習
い

石
橋
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
真
隆
社
を
起
し
、
周
年
筒
井
町
(
旧
城
下
町
の
東
、
建
中
寺
付
近
)
に
工
場
を
移
し
て
い
る
。
一
四
年
加

藤
某
は
仲
ノ
町
(
旧
城
下
町
)
に
軸
木
の
製
造
を
始
め
、
長
坂
多
門
は
神
戸
よ
り
職
工
を
招
い
て
下
堀
川
(
旧
城
下
町
の
南
、
堀
川
筋
)

に
燈
巧
社
を
設
立
し
た
。
二
八
年
に
お
け
る
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
は
二
四
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一

O
O人
以
上
の
工
場
は
七
あ
る
。

真
健
社
は
男
工
四
九
・
女
工
二
一
八
に
成
長
し
、

一
五
年
に
創
設
さ
れ
た
中
ノ
町
(
旧
城
下
町
)

の
新
栄
社
は
男
工
二

0
・
女
工
二
二

O

13 

人
、
二
五
年
に
創
設
さ
れ
た
山
口
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

の
城
東
社
は
男
工
三
五
・
女
工
一

O
O人
、
同
年
創
設
さ
れ
た
葛
町
(
旧
城
下
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町
の
南
)

の
新
栄
第
二
工
場
は
男
工
一
五
・
女
工
一
五

O
人
。
同
じ
く
東
新
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

の
新
栄
第
三
工
場
は
男
工
二

0
・
女

工
一
四

O
人、

三
六
年
創
設
さ
れ
た
松
重
町
(
旧
城
下
町
の
南
)

の
新
栄
第
五
工
場
は
、

男
工
五
・
女
工
二
五
人
で
あ
る
o

ま
た
市
外

(
現
在
は
市
内
)

で
は
愛
知
郡
那
古
野
村
(
名
古
屋
駅
付
近
)

に
清
進
社
(
男
工
三

0
・
女
工
四
五
)
が
二
六
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
o

こ
の
よ
う
に
マ
ッ
チ
工
業
は
二
二
年
に
始
ま
り
、
二

0
年
代
に
急
激
な
発
展
を
し
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
工
業
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
o

明
治
前
期
の
名
古
屋
の
工
業
の
発
展
過
程
を
み
る
と
、
繊
維
工
業
と
マ
ッ
チ
工
業
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
繊
維
工
業
は
綿
紡
の
よ
う
に
大
型
工
場
が
成
立
し
た
反
面
、
零
細
的
な
織
物
工
業
が
み
ら
れ
る
が
、

マ
ッ
チ
工
業
は
職
工
五

O

ー
一

O
O人
前
後
が
最
も
多
い
と
い
う
中
型
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

醸
造
業
は
江
戸
時
代
か
ら
城
下
町
内
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
工
業
の
う
ち
、
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
明
治
に
な
っ
て

も
永
ら
く
旧
城
下
町
の
区
域
で
行
な
わ
れ
た
。
明
治
二
八
年
の
統
計
に
よ
る
と
酒
醸
造
所
四
四
、
醤
油
製
造
所
四

O
、
そ
の
う
ち
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
は
酒
造
が
四
、
清
酢
が
三
と
な
っ
て
い
る
o

醤
油
味
噌
は
お
そ
ら
く
一

O
人
以
下
の
工
場
で
あ
る
。
酒
造
は
呉
服
町

(
旧
城
下
町
内
)
久
屋
町
(
旧
城
下
町
内
)
神
楽
町
(
旧
城
下
町
内
)
矢
場
所
(
旧
城
下
町
の
南
)

に
そ
れ
ぞ
れ
一
、

清
酢
は
水
主
町

(
旧
城
下
町
の
南
)

に
一
、
袋
町
(
旧
城
下
町
内
)
に
二
が
分
布
し
て
い
た
⑫
⑬
O

明
治
元
年
か
ら
一

O
年
ご
ろ
ま
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
家
内
工
業
や
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ア
が
継
続
し
、

工
業
製
品
も
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
一

O
年
ご
ろ
か
ら
二

O
年
ま
で
の
聞
に
、
漸
次
近
代
工
業
が
勃
興
し
、
二

0
年
代
に
工
業
化
が
顕
著
に
現

わ
れ
て
き
た
⑬
⑬
J

そ
れ
は
絹
織
・
綿
糸
・
綿
織
な
ど
の
繊
維
工
業
や
陶
磁
器
・
七
宝
焼
・
ガ
ラ
ス
・
掛
時
計
・
竹
木
製
品
・
マ
ッ
チ
・

セ
メ
ン
ト
な
ど
の
工
業
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
綿
糸
紡
績
工
業
は
資
本
主
義
的
な
形
態
の
も
と
に
、
産
業
革
命
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
o

ま
た
当
時
新
型
工
業
と
し
て
現
わ
れ
た
マ
ッ
チ
工
業
は
、
こ
の
時
代
に
急
激
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
。
そ
し
て
鉄
製
機
械
工
業
は
漸
く
芽



ば
え
た
程
度
で
、
後
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
⑬
O

名古屋市における明治時代の工業化

一証

⑤
お
も
な
も
の
は
味
噌
・
醤
油
・
酒
・
酢
な
ど
の
醸
造
品
や
団
扇
・
扇
子
・
提
燈
・
傘
な
と
の
竹
細
工
、
桶
・
樽
・
建
具
・
仏
国
・
履
物
な
ど
の
木

製
品
の
ほ
か
塗
箸
・
漆
器
・
陶
磁
器
・
七
宝
焼
・
菜
種
油
・
綿
実
油
・
織
物
・
鍋
釜
な
ど
で
あ
る
。

⑥
旧
城
下
町
と
は
北
は
名
古
屋
の
外
堀
か
ら
南
は
広
小
路
、
西
は
堀
川
か
ら
東
は
久
屋
町
ま
で
の
碁
盤
目
型
の
道
路
内
で
、
南
北
一
キ
ロ
、
東
西
一

五
キ
ロ
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
工
業
化
は
、
旧
城
下
町
に
接
近
し
た
東
南
部
か
ら
始
ま
っ
た
。

⑦
旧
城
下
町
の
東
部
は
江
戸
時
代
に
は
下
級
武
士
の
住
宅
と
多
数
の
寺
院
と
空
地
が
あ
っ
た
が
、
明
治
に
な
る
と
漸
次
市
街
地
化
さ
れ
、
そ
の
空
地

の
中
に
工
場
が
立
地
し
て
き
た
。
ま
た
こ
の
空
地
は
桑
固
化
さ
れ
て
い
る
。

①
名
古
屋
城
の
北
部
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
ほ
と
ん
ど
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
。

①
江
戸
時
代
に
南
北
に
伸
び
る
城
下
町
の
中
心
道
路
、
本
町
通
り
の
延
長
か
ら
熱
回
を
結
ぶ
線
上
に
、
大
須
観
音
が
で
き
門
前
町
を
成
立
さ
せ
た
。

明
治
時
代
は
こ
の
門
前
町
の
周
辺
に
工
業
の
拠
点
が
現
わ
れ
、
旧
城
下
町
南
部
工
業
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。

⑩
尾
参
宝
鑑
に
よ
れ
ば
明
治
二
八
年
名
古
屋
に
お
け
る
織
物
製
造
戸
数
一
四
五
、
織
機
一
六
二
二
台
。
同
年
尾
西
地
方
の
中
島
郡
は
織
物
製
造
戸
数

一
八
九
九
、
織
機
一
万
九
O
三
六
台
、
葉
栗
郡
は
織
物
製
造
戸
数
一

O
四
八
、
織
機
四
五
九
六
台
で
あ
り
、
知
多
郡
は
織
物
製
造
戸
数
一
万

O
二
四

七
、
織
機
一
万
二
六
六
一
台
あ
っ
た
。

⑪
こ
の
こ
ろ
一

O
人
以
上
の
工
場
は
名
古
屋
は
五
で
あ
っ
た
が
、
瀬
戸
で
は
三
五
。
名
古
屋
は
何
れ
も
明
治
時
代
の
創
設
で
あ
る
が
、
瀬
戸
は
明
治

以
前
の
創
設
が
二
五
あ
る
。

⑫
名
古
屋
市
史
(
大
正
四
年
発
行
)
に
よ
る
と
、
明
治
一
一
一
一
年
は
陶
磁
器
三
六
万
円
、
綿
糸
一
六
・
九
万
円
、
油
類
一
一
・
五
万
円
、
織
物
一

0
・

七
万
円
、
七
宝
焼
八
・
五
万
円
、
漆
器
五
万
円
、
扇
子
三
万
円
、
刺
繍
二
・
五
万
円
、
マ
ッ
チ
一
・
二
万
円
、
麦
経
真
田
0
・
三
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
醸
造
品
の
生
産
高
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

⑬
尾
参
宝
鑑
に
よ
っ
て
、
明
治
二
八
年
の
工
場
規
模
に
つ
い
て
、
職
工
一

O
人
以
上
の
一
一
六
工
場
を
分
析
し
て
み
る
と
、
マ
ッ
チ
工
場
が
最
も
多

く
二
四
、
次
が
ハ
ン
カ
チ

I
フ
刺
繍
が
一
七
、
銅
七
宝
が
二
ハ
、
織
物
一
五
、
陶
磁
器
九
、
醸
造
七
、
硝
子
器
と
提
澄
類
が
各
五
と
な
っ
て
お
り
、

一
C
O人
以
上
の
工
場
は
一
五
で
一
七
%
を
占
め
、
な
か
で
も
マ
ッ
チ
工
場
が
最
も
多
く
七
、
織
物
・
陶
磁
器
・
時
計
が
各
二
、
綿
糸
一
、
提
燈
類

15 
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一
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
市
外
(
現
在
は
市
内
)
を
含
め
れ
ば
、
愛
知
郡
那
古
野
村
に
男
工
四
O
七
・
女
工
一
三
五
五
人
の
綿
糸
綿
布
工
場
と
熱

田
町
に
男
工
二
二
六
・
女
工
八
五
一
の
綿
糸
工
場
と
同
じ
く
熱
田
町
に
男
工
)
五
0
・
女
工
五
O
の
セ
メ
ン
ト
工
場
が
あ
る
。
つ
い
で
五

o
t九
九

人
の
工
場
は
一
四
で
や
は
り
マ
ッ
チ
工
場
が
八
工
場
も
含
ま
れ
、
織
物
陶
磁
器
が
各
二
、
時
計
一
と
な
っ
て
い
る
。
二

o
t四
九
人
の
工
場
は
一
八
、

こ
れ
も
マ
ッ
チ
工
場
が
最
も
多
く
五
、
次
が
織
物
三
、
一

o
i
一
九
人
の
工
場
は
六
七
で
ハ
ン
カ
チ
l
フ
刺
繍
が
一
五
で
最
も
多
く
、
次
が
銅
七
宝

一
四
、
醸
造
七
、
織
物
六
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
漆
器
二
二
四
戸
(
職
工
六
七
四
人
)
、
酒
類
四
四
戸
(
醤
油
一
二
五
戸
)
、
煙
草
八
八
戸
、

和
紙
九
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。

⑬
金
融
機
関
は
明
治
一

O
年
第
八
国
立
銀
行
名
古
屋
出
張
庖
、
一
一
年
第
一
三
四
国
立
銀
行
、
一
四
年
伊
藤
銀
行
、
一
五
年
名
古
屋
銀
行
が
設
立
さ

れ
、
二
六
年
に
な
る
と
名
古
屋
貯
蓄
銀
行
、
尾
三
銀
行
、
尾
三
貯
蓄
銀
行
、
明
治
貯
蓄
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
交
通
機
関
は
二
二
年
に
東

海
道
線
全
通
、
二
九
年
に
関
西
線
全
通
、
一
二
五
年
に
中
央
線
が
中
津
川
ま
で
の
び
た
。

明
治
後
期
の
工
業
化

⑬
明
治
三

O
年
以
後
は
独
占
資
本
の
強
化
、
企
業
の
階
層
分
化
、
動
力
革
命
に
よ
る
生
産
様
式
の
変
化
、
地
域
的
展
開
の
活
発
化
な
ど

が
注
目
さ
れ
る
が
、
業
種
別
に
み
れ
ば
特
に
綿
紡
と
織
物
工
業
の
飛
躍
的
な
発
展
、
機
械
工
業
の
進
歩
が
み
ら
れ
る
o

す
な
わ
ち
紡
績
工

業
は
産
業
革
命
の
先
頭
に
立
ち
、
多
量
生
産
に
よ
る
内
需
と
輸
出
の
供
給
を
専
ら
に
し
て
近
代
化
の
道
を
歩
い
た
。
三
八
年
に
な
る
と
下

広
井
・
正
木
・
熱
田
の
三
大
紡
績
会
社
が
合
併
し
て
、
更
に
強
力
な
る
企
業
と
な
り
東
洋
紡
績
と
改
名
し
た
。
四

O
年
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
工
場
は
、
職
工
数
男
八
四
五
・
女
三
五
八
四
人
と
な
り
、
錘
数
七
万
六
六

O
八
に
成
長
し
、

し
か
も
汽
機
五

(
二
五
二

O
馬
力
)
、

発

電
機
四

(
一
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
を
設
備
し
、
石
炭
消
費
量
二
万
一
四
五
六
ト
ン
、
生
産
三
四

O
万
貫
を
あ
げ
て
い
る
。
か
く
し
て
紡
績

工
業
は
名
古
屋
地
域
に
お
け
る
圧
倒
的
な
商
品
生
産
の
地
域
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
、
綿
糸
と
広
幅
綿
布
を
生
産
し
た
。

」
れ
に
対
し
絹
糸
製
造
は
発
展
せ
ず
。
、

四
O
年
の
統
計
に
よ
る
と
機
械
製
糸
は
撞
木
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

の
太
田
組
が
男
工
一
・



て
い
な
い
。
な
お
こ
の
ほ
か
座
繰
製
糸
が
四

O
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
零
細
的
の
も
の
で
あ
っ
た
@
⑬
O

の
岡
田
製
糸
が
男
工
一
・
女
工
一
五
で
、
前
者
は
汽
機
一
(
四
馬
力
)
、
後
者
は
汽
機
を
使
用
し

織
物
工
業
は
紡
績
工
業
と
平
行
し

女
工
六
、
新
出
来
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

て
発
展
し
、

四
O
年
の
統
計
に
よ
る
と
機
業
戸
数
は
一
五
九
二
、
内
訳
は
工
場
四
二
了
家
内
工
業
一
一
九
・
織
元
二

0
・
賃
織
業
一
四
一

O
で
、
織
機
は
工
場
が
力
織
機

名古屋市における明治時代の工業化

(大はlω人以上の工場)
・織物

@結訪

A 淘oi!器

V 七宝議

日時計

(8) ~~工 52誠
X マγチ

.喜造

r'1名古豆球

出版観音

仔細胞

「コ!日城下町
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o ゐ
←ーー一一+由--J

七
八
五
に
対
し
手
織
機
二

O
二一

明治40年の工業化(職工10人以上の工場)

。
、
家
内
工
業
が
一

O
対
六
六

六
、
織
元
が

O
対
一
五
、
賃
織

業
が

O
対
一
八
三
九
と
な
っ
て

い
る
o

す
な
わ
ち
機
業
戸
数
の

八
八
%
は
賃
織
、
織
機
八
五
%

は
手
織
機
で
あ
る
o

紡
讃
業
が

急
激
に
機
械
化
し
て
い
る
の
に

比
し
て
、
織
物
業
は
明
治
末
期

に
な
っ
て
も
、
な
お
手
織
機
に

図 2

依
存
す
る
比
率
が
大
で
、
賃
織

に
よ
る
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
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(職工10人以上の工場)

絹綿織染製醸嬰叫七てJ 時木工鉄硝肩扇司 其
計

糸糸物物綿造器宝焼チ計工持務子子他

工場数 2 3 77 7 6 22 14 2 26 17 21 16 10 4 52 

1ト臥| 1 45 6 4 20 7 1 4 4 9 9 8 1 34 

職
伽 49人| 18 1 2 2 3 1 16 4 7 6 2 2 13 77 

50""99人| 1 7 3 6 7 1 1 1 3 30 

工 7 1 2 4 2 16 999)¥ 

3 3 2，000人

明治以前| 1 1 13 1 4 1 2 23 
創
明治克|
19まで 5 242  4 2 2 9 30 

立 1 2 16 5 1 2 1 11 4 3 2 5 18 71 29まで

年当まで I1 1田 1 3 3 10 1 11 12 15 9 4 2 22いつ
不詳 1 1 1 1 

動 向苦言l奮明| 3 1 1 5 2 1 121 

132421513414157  

機なし 66 6 1 20 14 2 26 1 4 9 10 4 28 I 192 

明治何年の名古屋市 (1日)の工業表 3

愛知県統計書(明治40年発行)の工場名簿によって筆者が作成した。原動機

2つ以上使用の工場ば高度のものを表に入れた。木工t土木製機械を含み，其

他の中には印刷14，度量衡7などが含まれている。(旧)とは当時の名古屋市

域。

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

と
、
工
場
数
七
七
で
、
内

訳
は
一

O
I
一
九
の
規
模

工
場
が
四
五
、
二

O
I四

九
人
が
一
八
、

五
0
1九

九
人
が
七
、

一O
O人
以

上
が
七
と
な
っ
て
い
る
o

次
に
動
力
に
つ
い
て
み
る

と
電
動
機
を
使
用
し
て
い

た
工
場
は
二
、
石
油
発
動

機
三
、
汽
機
六
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
一

O
人

以
上
の
規
模
工
場
の

が
に
当
っ
て
お
り
、
全
機

業
戸
数
の

0
・
六
%
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
無
動
力
で

生
産
し
て
い
た
訓
@
o



車
道
町
を
結
ぶ
間
(
現
在
の
東
区
)

織
物
工
場
の
分
布
を
み
る
と
、
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
七
七
の
う
ち
旧
城
下
町
の
東
部
、
す
な
わ
ち
旧
城
下
町
以
東
か
ら
山
口
町
・

に
二
二
%
、
旧
城
下
町
の
西
部
、
堀
川
以
西
か
ら
東
海
道
線
の
間
(
現
在
の
西
区
)
に
二
五
%
、
残
余

の
五
二
%
は
旧
城
下
町
の
南
部
、
広
小
路
通
か
ら
大
須
観
音
周
辺
を
へ
て
東
古
渡
町
に
至
る
と
こ
ろ
(
現
在
の
中
区
)

に
分
布
し
て
い

る
。
な
お
こ
の
ほ
か
一
五

O
Oの
家
内
工
業
・
賃
織
に
よ
る
零
細
工
場
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
混
在
し
て
い
た
。
動
力
を
持
た
ず
琉
球
餅

名古屋市における明治時代の工業化

(大jHω人以上の工員)

⑥ 発電!号

電動様

19 

O 

円1名古屋城

巨大須軍

再熱田神宮

「-l旧城下町
o ゐz

ト一一一γ一一ー→

を
主
と
し
て
生
産
し
て
い
た
蛭
子
町
(
旧

城
下
町
の
南
)

の
水
野
工
場
は
男
工
一
八

明治40年電力化(職工10人以上の工場)

0
・
女
工
一
七
で
、
男
工
が
女
工
に
比
し

て
極
め
て
多
く
、
男
工
が
賃
織
廻
り
と
絞

り
に
従
事
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
の
創

立
年
を
調
べ
て
み
る
と
、
明
治
以
前
は
な

く
、
明
治
元

i
一
九
年
が
五
、
二

O
l

九
年
が
二
ハ
、
二
一

O
t四
O
年
が
五
五
、

不
詳
が
一
で
、
一
二

O
I四
O
年
は
六
一
%

図 3

を
占
め
て
い
る
o

絹
糸
業
は
職
工
一

O
人

以
上
こ
の
う
ち
、
二

O
I二
九
年
が
一
、

o
i四
O
年
が
一
、
綿
糸
紡
績
工
業
は



20 

五自 糸 l 傘 24 

織 物 2，819 硝 子 79 

高唱 毛 布 312 制t 120 

rtlU 繍 刊蝋 燭 82 

組 紐 320 菓 子 1，034 
足 袋! 354 塗 箸 126 

認ミ 物| 574 ポ ン フ。 106 

莫 大 295 車 輔 6601 

陶 磁 器 2，696 ヨモ箱組板 111 

一七 宝 焼 100 午前 67 
vマ

ヅ チ 635 樽 268 

漆 器 312 植 146 

麦手早経木真田 26 鼻緒履物 764 

度量衡器 87 玩 弄 品 125 

油 類 116 鋲力細工 148 

i酉 396 イム 壇 305 

醤油溜味噌酢 456 指 物 762 

時 計 820 石 鹸 46 

団 扇 53 品産 三口士口 136 

扇 子 273 セメント 990 

提 燈 212 402 

(単位は 1，000円)明治40年の工業生産表 4

名古屋市史(大正4年発行)によって調べた。ただし織

機および機械は県統計(明治41年発行)によった。なお

本文の生産高[土県統計資料を使用した。よって本表と多

少相違する。

二
の
う
ち
二

O
I二
九
年
が
二
、
二
一

O
I

四
O
年
が
一
と
な
っ
て
お
り
、
創
立
年
か

ら
み
る
と
繊
維
工
業
の
う
ち
織
物
工
業
は

明
治
二

O
年
以
後
、
急
激
に
発
展
し
、
特

に
三

O
I四
O
年
に
大
正
時
代
へ
の
基
盤

を
形
成
し
た
と
み
ら
れ
る
@
o

こ
れ
に
対

し
染
物
工
業
は
創
立
年
代
の
古
い
も
の
が

多
い
が
、
前
者
に
比
し
て
発
展
し
て
い
な

い
⑫
O陶

磁
器
工
業
は
明
治
前
期
は
南
外
堀
町

(
旧
城
下
町
内
)
、

前
津
小
林
(
旧
城
下

町
の
南
)
、
武
平
町
(
旧
城
下
町
の
東
南

新
出
来
町
(
旧
城
下
町
の
東
)
に
分
散
し

て
い
た
も
の
が
、
明
治
後
期
に
は
旧
城
下
町
の
東
部
の
瀬
戸
に
近
い
地
域
に
集
中
し
、
規
模
も
大
と
な
っ
て
い
る
o

四
O
年
に
お
け
る
職

工一

O
人
以
上
の
一
四
工
場
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、

旧
城
下
町
の
東
部
の
撞
木
町
に
四
、
東
芳
野
町
一
、
主
税
町
一
、

横
代
官
町

一
、
長
塀
町
一
、
舎
人
町
二
、
新
栄
町
一
、
西
瓦
町
一
と
な
っ
て
お
り
、
南
部
に
は
前
津
小
林
一
、
東
古
渡
町
一
で
あ
る
o

創
立
年
代
は

三
O
I四
O
年
が
最
も
多
く
七
一
%
を
占
め
て
い
る
⑧
O

お
も
な
工
場
は
撞
木
町
の
陶
器
絵
付
を
主
と
す
る
石
小
工
場
が
職
工
男
九
五
・



女
二
三
、
次
が
同
所
の
陶
器
製
造
を
主
と
す
る
森
村
工
場
で
、
職
工
男
五

0
・女一二

O
で
あ
る
o

と
く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
一
二
七
年
に

市
外
(
現
在
は
市
内
)
愛
知
郡
中
村
則
武
(
旧
城
下
町
の
西
、
名
古
屋
駅
付
近
)

に
日
本
陶
器
会
社
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
工
場
は
四

O
年
に
な
る
と
発
電
機

(
八
五
馬
力
)
を
持
ち
、
職
工
は
男
八
三
二
・
女
一
七
五
人
に
成
長

(
七
五
馬
力
)
、

汽
機

し
、
綿
紡
と
共
に
名
古
屋
に
お
け
る
産
業
草
命
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
硝
子
工
業
は
明
治
二
八
年
に
は
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
が
五

で
あ
っ
た
が
、

四
O
年
に
は
一

O
工
場
に
増
加
し
て
い
る
。
創
業
年
代
は
明
治
以
前
が
一
、
二

O
I二
九
年
が
五
、
三

O
I四
O
年
が

四
。
お
も
な
工
場
は
明
治
前
期
か
ら
営
業
し
て
い
た
西
二
葉
町
(
名
古
屋
城
の
東
)

の
石
塚
工
場
が
男
工
二
八
が
最
大
、
次
が
撞
木
町

(
旧
城
下
町
の
東
)

の
木
村
硝
子
が
男
工
二
五
、
東
二
葉
町
の
松
本
硝
子
が
男
工
一
八
で
何
れ
も
ビ
ン
類
や
ラ
ン
プ
の
ホ
ヤ
を
製
造
し
て

、
--o

I
L
V
L
7
r
 

名古屋市における明治時代の工業化

車
輔
工
業
は
人
力
車
や
荷
車
@
な
ど
の
木
製
品
工
業
か
ら
始
ま
り
、

三
一
年
に
な
る
と
熱
田
東
町
に
一
万
六

0
0
0坪
の
敷
地
を
求
め

て
、
日
本
車
輔
、
が
堀
内
町
か
ら
移
転
し
て
き
た
。
ま
た
二
九
年
に
は
古
渡
町
に
鉄
道
車
輔
が
立
地
し
て
い
る
。
四

O
年
に
は
前
者
は
汽
機

一一(四

O
馬
力
)
、
発
電
機
(
一
八

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
、
電
動
機
二
七
(
一
四
一
馬
力
)
を
も
ち
男
工
四
一

0
・
女
王
五
の
企
業
と
な
り
、

カ
年
間
に
鉄
道
用
客
車
三
三
九
個
(
一
一
一
一
・
九
万
円
)
貨
車
四
二

O
個
(
一
三
一
了
五
万
円
)

の
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
後
者
は
三
七

年
に
陸
軍
省
に
買
収
さ
れ
熱
田
兵
器
所
と
な
り
、
弾
薬
・
鉄
車
・
鉄
舟
の
製
造
を
行
な
っ
た
。

時
計
工
業
は
明
治
二

O
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
一
二

O
年
以
後
に
な
る
と
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
こ
の
工
業
は
伝
統
的
な
木
製
品
工

業
に
機
械
工
業
が
加
わ
っ
て
成
立
し
た
工
業
で
、
製
品
も
木
製
掛
時
計
や
木
製
置
時
計
で
あ
る
o

三
O
年
以
後
の
立
地
状
態
を
み
る
と
、

三
三
年
に
前
津
小
林
(
旧
城
下
町
の
南
)

に
高
野
時
計
、
一
二
五
年
に
宮
出
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
安
井
時
計
、
一
二
六
年
に
西
洲
崎
町

21 

(
旧
城
下
町
の
南
)

に
神
谷
時
計
、
一
一
一
七
年
に
前
ノ
町
(
旧
城
下
町
の
東
)
に
水
谷
時
計
、
一
二
八
年
に
前
津
小
林
に
ハ
ア

l
ド
エ
ッ
チ
、
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同
所
に
時
計
外
面
を
製
造
し
た
名
古
屋
製
函
、
門
前
町
(
旧
城
下
町
の
南
)
に
石
田
時
計
、
下
笹
島
町
(
旧
城
下
町
の
西
)
に
屠
張
時
計
、

四
O
年
に
西
瓦
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
佐
藤
時
計
、

四
一
年
に
松
山
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
林
時
計
が
立
地
し
て
い
る
。
な
か
で
も

林
時
計
は
職
工
数
が
最
大
で
男
一
七
九
・
女
二
二
で
電
動
機
二
(
一
八
馬
力
)
、
愛
知
時
計
は
職
工
数
男
一
一
一

O
、

電
動
機
三

(
一
一
馬

力
)
で
あ
る
@
o

そ
の
他
の
機
械
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
業
と
共
に
発
達
し
た
織
機
が
、
三
一
年
に
な
る
と
豊
田
商
会
が
武
平
町

(
旧
城
下
町
の
東
南
)

か
ら
島
崎
町
(
旧
城
下
町
の
西
、
名
古
屋
駅
の
北
)

に
移
転
し
、

四
O
年
に
は
資
本
金
一

O
O万
円
の
豊
田
式
織

機
株
式
会
社
と
改
称
し
、
鉄
製
・
木
製
、
小
巾
・
広
巾
の
織
機
を
製
造
し
て
い
る
。
四
二
年
に
は
更
に
縞
物
や
絹
綿
交
織
機
を
発
明
し
、

専
ら
力
織
機
の
製
造
に
乗
り
出
し
、
職
工
数
男
一
六
五
人
、

ガ
ス
発
動
機
一
(
一
一
四
馬
力
)
、
石
油
発
動
機
一
(
三
馬
力
)
を
設
備
し
て
い

る
o

ま
た
二
一
一
年
に
は
大
隈
栄
一
が
製
麺
機
を
発
明
し
て
、
富
士
塚
町
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
工
場
を
設
け
、

四
O
年
に
は
職
工
男
二

O

人
、
電
動
機
一

(
三
馬
力
)
を
設
備
し
た
⑫
O

マ
ッ
チ
工
業
は
明
治
二

0
年
代
に
は
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
が
、

三
O
年
以
後
は
む
し
ろ
停
滞
・
縮
小
状
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
職

工一

O
人
以
上
の
工
場
が
二
八
年
に
は
一
九
あ
っ
た
が
、

四
O
年
に
は
一
五
に
減
少
し
、
ま
た
二
八
年
に
は
一

O
O人
以
上
の
工
場
が
七

あ
っ
た
が
四

O
年
に
は
一

O
O人
以
上
の
工
場
は
な
い
。
こ
れ
は
縮
小
・
転
業
・
移
転
の
何
れ
か
と
思
わ
れ
る
⑫
O

醸
造
業
は
明
治
四

O

年
に
は
酒
類
は
製
造
戸
数
二
八
、
男
工
一
七
六
、
製
造
高
三
六
・
五
万
円
。
味
噌
は
製
造
戸
数
三
四
、
男
工
一
一
九
・
女
工
六
七
、
製
造

高
一
九
・

O
万
円
。
醤
油
は
製
造
戸
数
四
九
、
男
工
一
一
九
・
女
工
六
九
、
製
造
高
三
六
・
五
万
円
。
酢
は
製
造
戸
数
三
、
男
工
五

O
、

製
造
高
五
万
円
。
職
工
一

O
人
以
上
の
工
場
は
醸
造
業
合
計
し
て
二
二
工
場
あ
る
が
、
こ
の
工
場
を
調
べ
て
み
る
と
創
立
年
代
の
古
い
も

の
が
多
い
⑧
こ
と
と
、
地
域
的
に
は
旧
城
下
町
に
立
地
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
o

明
治
四

O
年
は
電
力
化
地
域
が
並
日

遍
化
さ
れ
、
図
3
の
示
す
如
く
ほ
と
ん
ど
全
市
に
お
よ
ん
で
い
る
o

綿
紡
三
工
場
、
陶
磁
器
一
工
場
、
車
輔
一
工
場
、
汽
機
製
造
一
工
場



は
白
工
場
で
発
電
機
を
設
備
し
、
其
他
五
一
工
場
は
電
動
機
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

註
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⑬
明
治
二
九
年
に
は
愛
知
郡
御
器
所
村
の
一
部
、
三
一
年
に
は
愛
知
郡
那
古
野
村
・
古
渡
村
東
古
渡
が
名
古
屋
市
に
編
入
、
二
ハ
・
二
九
平
方
キ
戸
、

人
口
二
四
万
四
0
0
0人
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
時
期
を
境
に
前
期
と
後
期
に
分
け
た
。
な
お
四
O
年
に
は
熱
田
町
が
名
古
屋
市
に
合
併

し
、
名
古
屋
港
が
開
港
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

⑬
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
に
よ
っ
て
、
明
治
一

O
年
桑
園
(
面
積
、
二
町
一
反
四
畝
三
歩
)
を
、
東
外
堀
町
一
丁
目
に
設
け
良
種
を
植
え
、
県
立
養

蚕
伝
羽
田
所
、
県
立
養
蚕
所
を
設
置
し
て
養
蚕
法
と
座
繰
製
糸
を
伝
習
せ
し
め
、
養
蚕
制
捜
糸
の
発
達
を
計
っ
た
。
な
お
一
一
年
に
は
東
外
堀
町
の
桑
園

を
大
拡
張
し
、
旧
城
下
町
東
部
に
も
桑
を
植
え
た
が
、
前
期
で
述
べ
た
よ
う
に
発
展
せ
ず
一
五
年
県
立
養
蚕
伝
習
所
を
公
売
し
て
い
る
。

⑫
市
外
(
現
在
名
古
屋
市
)
で
は
西
春
日
井
郡
金
城
村
(
名
古
屋
の
北
)
に
原
名
古
屋
製
糸
が
男
工
二

O
、
女
工
三
九
七
、
汽
機
一
(
一
五
馬
カ
)

を
設
置
。
同
六
郷
村
(
名
古
屋
城
の
北
)
に
近
藤
製
糸
が
男
工
三
・
女
工
八
O
、
汽
機
一
(
四
馬
力
)
を
設
置
。
愛
知
郡
千
種
村
(
旧
城
下
町
の
東
)

に
田
中
製
糸
が
男
工
三
・
女
工
一
二

O
、
汽
機
は
使
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
程
度
の
も
の
が
市
の
北
と
東
に
分
布
し
て
い
た
。

⑬
織
物
業
の
職
工
数
は
賃
織
の
職
工
数
ま
で
含
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
他
の
業
種
の
よ
う
に
明
ら
か
で
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
機
業
戸
数
の

ほ
と
ん
ど
は
零
細
的
経
営
で
九
五
%
は
一

O
人
以
下
、
し
か
も
賃
織
の
如
き
は
所
有
織
機
台
数
が
一

t
二
台
と
思
わ
れ
る
。

⑬
電
動
機
使
用
工
場
は
葛
町
の
タ
オ
ル
綿
ネ
ル
を
生
産
し
た
野
々
垣
工
場
が
、
男
工
三
・
女
工
一
二
で
機
関
一
(
二
馬
力
)
、
下
笹
島
町
の
岡
木
綿

を
生
産
し
た
桜
井
綿
布
が
、
男
工
二
・
女
工
二
八
で
機
関
一
(
三
馬
力
)
、
石
油
発
動
機
使
用
工
場
は
高
岳
町
の
各
種
織
物
を
生
産
し
た
愛
知
物
産

組
が
、
男
工
二
七
・
女
工
四
三
九
で
機
関
一
(
五
馬
力
)
、
白
壁
町
の
白
木
綿
を
生
産
し
た
服
部
木
綿
が
、
男
工
八
・
女
工
四
二
で
機
関
二
(
一

O

馬
カ
)
、
新
出
来
町
の
真
岡
木
綿
を
生
産
し
た
中
村
綿
布
が
男
工
九
・
女
工
五

O
で
機
関
二
(
一
六
馬
力
)
、
汽
機
使
用
工
場
は
竪
代
官
町
の
綿
織
物

を
生
産
し
た
愛
知
織
物
が
男
工
六
八
・
女
工
二
五

O
で
汽
機
-
(
五
馬
力
)
、
舎
人
町
の
綿
織
物
を
生
産
し
た
名
古
屋
製
織
が
男
工
一
五
・
女
工
一

三
O
で
汽
機
一
(
一
五
馬
カ
)
、
前
津
小
林
の
白
木
綿
を
生
産
し
た
祖
父
江
製
織
が
、
男
工
二
了
女
工
六
三
で
汽
機
一
(
一
二
O
馬
力
)
、
同
じ
く
前

津
小
林
の
織
物
起
毛
を
行
う
日
本
起
毛
が
男
工
八
・
女
工
七
で
汽
機
一
(
二
五
馬
力
)
、
熱
田
町
の
満
州
木
綿
を
生
産
し
た
名
古
屋
綿
布
が
男
工
一
二

三
・
女
工
一
六
六
で
汽
機
一
(
馬
力
不
明
)
で
あ
る
。
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@
絹
織
物
は
紋
織
0
・
三
万
円
(
一
、

0
0
0円
未
満
は
四
捨
五
入
)
、
紬
太
織
二
・
九
万
円
、
紹
0
・
三
万
円
、
男
帯
地
二
万
円
、
安
帯
地
六
・
五

万
円
、
其
他

0
・
一
万
円
。
絹
綿
交
織
物
は
二
子
其
他
糸
入
木
綿
類
一
五
万
円
、
其
他

0
・
二
万
円
。
綿
織
物
は
白
木
綿
四
九
・
一
万
円
、
二
子
其

他
縞
木
綿
二
了
三
万
円
、
餅
木
綿
二
了
三
万
円
、
織
色
木
綿
類

0
・
四
万
円
、
綿
フ
ラ
ン
ネ
ル
二
七
・
七
万
円
、
袴
地

0
・
八
万
円
、
小
倉
地

三
・
八
万
円
、
男
帯
地
一
・
四
万
円
、
其
他
一
二
五
・
五
万
円
、
機
械
織
広
巾
白
木
綿
七
六
・
二
万
円
、
タ
オ
ル
二
・
五
万
円
、
綿
毛
布
二
二
・
二
万

円
。
毛
織
物
は
セ
ル
四
・
二
万
円
、
膝
扇
掛
一
・
五
万
円
、
其
他

0
・
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
大
企
業
が
白
木
綿
の
生
産
に
従
事
す
る
の
に
対
し
、

中
小
企
業
は
大
企
業
で
は
生
産
し
に
く
い
手
の
こ
ん
だ
織
物
を
生
産
し
て
い
る
。

@
現
在
ば
明
治
時
代
の
繊
維
工
業
地
域
に
は
、
工
場
は
な
く
、
賃
織
に
よ
る
機
業
戸
数
も
絶
無
で
あ
る
。

@
染
物
工
業
は
一

O
人
以
上
の
工
場
が
七
、
一

0
1
一
九
人
が
六
、
二

o
t四
九
人
が
一
と
な
っ
て
お
り
、
汽
機
使
用
は
一
で
他
は
動
力
が
な
い
。

創
立
は
明
治
以
前
が
一
、
二

0
1二
九
年
が
五
、
三

o
t四
O
年
一
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
今
少
し
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
中
形
が
工
場
一
(
男
工

一
O
)
家
内
工
業
一
二
(
男
工
三
五
)
、
更
紗
が
工
場
三
(
男
工
四
五
)
家
内
工
業
一
一
一
一
(
男
工
八
八
三
絞
り
が
工
場
三
(
男
工
士
二
・
女
工
一
)

家
内
工
業
一
三
(
男
工
四
二
・
女
工
二
)
と
な
っ
て
い
る
。

@

四

O
年
の
製
治
戸
数
は
陶
器
五
(
男
工
五
五
・
女
工
三
)
、
磁
器
四
O
(男
工
一
三

O
五
・
女
工
二
五
士
一
)
、
登
窯
は
前
者
が
二
筋
(
五
間
)
、
後

者
が
五
筋
(
二

O
問
)
、
錦
窯
は
二
五
五
、
其
他
七
、
製
造
口
聞
は
両
者
合
せ
て
二
三
七
・
六
万
円
。
ま
た
職
工
一

O
人
以
上
の
一
四
工
場
の
う
ち
一

o
t
一
九
人
が
七
、
二

0
1四
九
人
が
一
二
、
五

o
t九
九
人
が
三
、
一

C
O人
以
上
が
一
で
、
前
期
に
比
す
れ
ば
大
型
化
し
、
飛
躍
的
な
発
展
を
し

て
い
る
。
し
か
し
何
れ
も
動
カ
は
使
用
し
て
い
な
い
。

@

四

O
年
人
カ
車
は
製
造
戸
数
一
一
一
一
(
男
工
八
五
)
、
生
産
二
四
一
三
個
、
荷
車
は
製
造
戸
数
三
八
(
男
工
五
三
)
、
生
産
二
一
八

O
個
、
乳
母
寧
は

製
造
戸
数
二

O
(男
工
三
二
)
生
産
四

0
0
0個
。
ま
た
同
年
に
お
け
る
木
製
品
の
製
造
戸
数
は
一
七
七
(
男
工
八
二
二
)
、
生
産
四

O
五
万
円
。

な
か
で
も
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
上
畠
町
の
浅
野
木
工
は
(
男
工
一
四

O
人
)
で
汽
機
・
電
動
機
を
使
用
し
て
セ
メ
ン
ト
樽
・
茶
箱
・
石
油
箱
を
製

造
し
て
い
た
。

@

四

O
年
の
時
計
製
造
戸
数
一
七
、
男
工
九
六
八
、
女
工
四
六
で
掛
時
計
七
七
・
八
万
円
、
置
時
計
二
二
・
三
万
円
生
産
。
分
布
は
前
津
小
林
に
最

も
多
く
四
、
伊
勢
山
町
・
東
橘
町
・
西
川
崎
町
・
下
前
津
町
に
各
一
で
、
旧
城
下
町
の
南
部
に
多
く
、
東
部
に
は
城
番
町
二
、
西
瓦
町
・
東
二
葉
町

・
前
ノ
川
町
・
宮
出
町
・
松
山
町
に
各
二
、
西
部
に
は
下
笹
烏
町
一
と
な
っ
て
い
る
。



③
一
二
二
年
に
堀
内
町
(
旧
城
下
町
西
)
に
つ
く
ら
れ
た
井
桁
商
会
は
豊
田
式
織
機
を
製
造
し
職
工
男
四
O
人
、
電
動
機
一
(
二
馬
力
)
、
四

O
年
東

古
渡
町
(
旧
城
下
町
の
南
)
に
つ
く
ら
れ
た
名
古
屋
機
械
は
煙
草
専
用
機
械
を
製
造
し
、
職
工
男
二

O
人
、
電
動
機
一
(
一
馬
力
)
を
も
っ
て
い
た
。

@
分
布
は
市
内
で
は
旧
城
下
町
の
東
部
に
一

O
、
南
部
に
二
二
西
部
に
三
、
旧
城
下
町
内
に
一
。
市
外
で
は
愛
知
郡
千
種
村
一
、
下
ノ
一
色
村
二

と
な
っ
て
い
る
。

@
明
治
以
前
の
創
業
が
五
一
%
を
占
め
、
寛
文
一
、
一
五
禄
二
、
寛
政
二
、
天
保
三
、
嘉
、
氷
二
、
安
政
二
、
慶
応
一
と
な
っ
て
お
り
、
醸
造
業
の
四
一

%
は
旧
城
下
町
内
に
立
地
し
て
い
る
。

@
名
古
屋
電
灯
会
社
が
電
力
供
給
規
定
を
定
め
て
動
力
用
電
力
の
供
給
を
開
始
し
た
の
が
三
七
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
各
工
場
が
名
古
屋
電
灯
会
社

の
電
力
を
動
力
と
し
て
使
用
し
た
の
は
三
七
年
六
月
以
降
で
あ
る
。
四
O
年
に
な
っ
て
も
大
企
業
が
汽
機
・
石
油
発
動
機
・
自
家
用
電
動
機
を
使
用

し
て
い
た
。
四
四
年
に
は
名
古
屋
電
灯
が
供
給
し
た
動
力
は
一
七
三
六
馬
力
と
な
っ
て
い
る
。

四

車吉

論

名古屋市における明治時代の工業化

名
古
屋
の
工
業
化
は
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
京
浜
や
阪
神
地
方
に
比
し
て
お
く
れ
、
江
戸
時
代
の
家
内
工
業
的
な
生
産
が
継
続

し
て
い
た
が
、
三

O
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
発
展
し
、
都
市
機
能
を
変
革
さ
せ
て
い
る
。

一
七
年
に
旧
城
下
町
の
南
、
正
木
町
に
立
地
し
た
名
古
屋
紡
績
、

つ
い
で
二
二
年
に
は
国
鉄

(2) 

産
業
革
命
の
火
蓋
を
切
っ
た
の
は
、

東
海
道
線
全
通
の
年
に
里
張
紡
績
が
熱
田
町
尾
頭
に
、
二
六
年
に
は
三
重
紡
績
愛
知
分
工
場
が
那
古
野
村
下
広
井
に
立
地
し
て
、
産
業
草

命
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
c

し
か
も
地
域
的
に
は
後
者
が
名
古
屋
駅
近
く
の
沖
積
低
地
に
立
地
し
た
こ
と
が
意
義
が
深
い
。

(3) 

織
物
工
業
と
陶
磁
器
工
業
は
、
江
戸
時
代
か
ら
家
内
工
業
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
両
者
は
明
治
時
代
に
お
け
る
名
古
屋
の
工

業
化
に
順
調
な
歩
み
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
価
値
が
高
く
、
ま
た
地
域
形
成
の
普
遍
性
に
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
パ
タ

l
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ン
は
洪
積
台
地
上
の
市
街
地
に
喰
い
込
み
、
明
治
二
八
年
に
は
前
者
は
製
造
戸
数
一
一
二
五
、
織
機
数
二
ハ
二
一
一
台
。
後
者
は
製
造
戸
数
三
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一
、
窯
数
二
五
六
を
も
っ
て
前
期
の
工
業
地
域
を
形
成
し
、

さ
ら
に
四
O
年
に
は
前
者
は
機
業
戸
数
一
五
九
二
、
織
機
数
手
織
四
五
五

。
、
力
織
機
七
九
五
に
お
よ
び
著
し
く
成
長
し
た
。
後
者
は
製
造
戸
数
回
四
、
窯
数
二
六
九
と
そ
の
成
長
は
低
い
が
、
統
計
に
現
わ
れ
な

い
絵
付
作
業
の
よ
う
な
内
職
的
な
も
の
が
付
随
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
が
家
内
工
業
や
マ
ニ
ュ
的
な
経
営
を
存
続
さ
せ
て
い
る
。

両
者
と
も
後
期
に
な
る
と
企
業
化
が
胎
動
し
産
業
革
命
の
先
頭
に
立
っ
た
企
業
も
現
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
零
細
的
な
経
営
の
残
存

性
は
強
く
明
治
を
通
じ
て
市
街
地
の
中
か
ら
消
滅
し
て
い
な
い
。
綿
紡
工
業
が
家
内
工
業
的
繰
綿
工
業
を
崩
壊
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、

織
物
工
業
や
陶
磁
器
工
業
は
大
企
業
で
は
生
産
不
能
な
子
の
こ
ん
だ
製
品
を
作
り
出
し
て
残
存
し
て
い
た
。
こ
れ
が
地
域
に
普
遍
性
を
与

え
て
い
る
。
ま
た
こ
の
二
つ
の
工
業
は
名
古
屋
周
辺
の
地
場
工
業
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
発
展
し
て
い
る
o

局
生

新
規
な
工
業
と
し
て
ガ
ラ
ス
工
業
と
マ
ッ
チ
工
業
は
前
期
に
飛
躍
的
な
発
展
を
し
、
名
古
屋
の
工
業
化
に
新
鮮
な
地
域
を
形
成
し

て
い
る
が
、
後
期
に
な
る
と
織
物
工
業
や
陶
磁
器
工
業
が
順
調
な
発
展
を
し
て
い
る
の
に
比
し
て
発
展
性
が
弱
く
、
全
工
業
生
産
に
対
す

る
シ
ェ
ア
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
o

す
な
わ
ち
前
期
(
二
八
年
)
と
後
期
(
四
O
年
)
を
比
較
し
て
み
る
と
織
物
工
業
の
生
産
高
が
金

額
で
一
二
倍
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
、

マ
ッ
チ
工
業
は
三
倍
、

ガ
ラ
ス
工
業
は
五
倍
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
o

そ
し
て
そ
の
シ
ェ
ア
は
織

物
工
業
が
一
O
%
か
ら
一
一
%
と
や
や
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

マ
ッ
チ
工
業
は
五
活
か
ら
二
%
、

ガ
ラ
ス
工
業
は
五
万
か
ら
三
%
に

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
マ
ッ
チ
工
業
の
如
き
は
一
O
O
人
以
上
の
大
型
工
場
は
消
滅
し
、
西
部
地
域
の
工
場
数
は
半
減
し
て
い
る
。
し
か

し
堀
川
筋
は
残
存
し
て
南
部
に
集
中
し
、
特
に
熱
田
地
域
に
は
新
興
地
域
が
形
成
さ
れ
て
い
る
o

ま
た
市
外
(
現
在
は
市
内
)

の
一
色
地

域
に
も
海
浜
に
沿
っ
て
、
新
し
く
集
団
し
て
い
る
。

木
製
品
工
業
は
名
古
屋
が
木
材
の
集
散
地
で
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
家
内
工
業
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
や
が

(5) 
て
産
業
革
命
に
遭
遇
す
る
と
車
輔
工
業
や
時
計
工
業
へ
発
展
し
、
当
市
の
特
色
あ
る
工
業
と
な
り
、
綿
紡
織
物
陶
磁
器
其
他
と
共
に
明
治



時
代
の
工
業
地
域
の
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
車
輔
工
業
は
木
製
人
力
車
・
荷
車
か
ら
鉄
製
率
輔
に
発
展
し
て
巨
大
化
し
、
時
計
工

業
は
一

O
人
以
上
の
規
模
工
場
が
前
期
四
に
対
し
後
期
二
ハ
と
増
加
、

さ
ら
に
巨
大
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
o

ま
た
前
者
の
大
型
工
場

は
南
部
に
立
地
、
後
者
の
時
計
工
業
は
南
部
と
東
部
に
分
散
し
て
立
地
し
て
い
る
が
、

や
が
て
南
部
に
集
中
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
同
様
に
地
場
産
業
と
直
続
し
な
が
ら
成
立
し
た
織
機
工
業
は
機
械
工
業
の
発
達
に
貢
献
し
、

さ
ら
に
織
物
工
業
に
革
命
的
な
変
革
を

も
た
ら
し
た
。
後
期
に
お
け
る
機
械
工
業
の
立
地
法
、
東
部
・
西
部
・
南
部
に
分
散
し
て
ド
る
が
、
西
部
の
名
古
屋
駅
付
近
と
南
部
の
熱

団
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

七
宝
焼
は
前
期
は
旧
城
下
町
と
そ
れ
に
接
続
す
る
地
域
に
集
中
し
、

一
O
人
以
上
の
規
模
工
場
ぽ
一
六
あ
っ
て
、
全
工
業
生
産
に

内

b

対
す
る
シ
ェ
ア
は
六
%
を
占
め
て
い
た
が
、
後
期
は
一

O
人
以
上
の
規
模
工
場
は
二
に
減
少
し
、

シ
ェ
ア
も
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
東
部

名古屋市における明治時代の工業化

と
南
部
に
分
散
し
て
い
る
。

(7) 

醸
造
業
は
増
加
の
傾
向
を
一
不
し
、
前
期
に
は
一

O
人
以
上
の
規
模
工
場
が
七
で
あ
っ
た
が
、
後
期
に
は
二
二
に
な
っ
て
、

し
か
も

旧
城
下
町
の
中
に
集
中
し
て
発
展
し
た
。
人
口
増
加
に
伴
う
需
要
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
創
立
年
代
の
古
い
も
の
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら

み
る
と
、
新
し
く
立
地
し
た
も
の
よ
り
も
、
古
く
立
地
し
た
工
場
で
一

O
人
以
下
の
規
模
工
場
が
、

一
O
人
以
上
の
規
模
工
場
に
発
展
し

た
と
み
ら
れ
る
o

後
期 (8)

四
O 
年

動
力
に
つ
い
て
み
る
と
前
期
(
二
八
年
)
に
は
一
一
六
工
場
の
う
ち
動
力
を
使
用
し
た
工
場
は
四
で
僅
か
二
一
・
六
%
で
あ
っ
た
が
、

に
は
二
七
九
工
場
の
う
ち
二
二
万
が
電
力
を
使
用
し
、
電
動
機
五
一
工
場
・
発
電
機
六
工
場
と
な
っ
て
い
る
o

す
な
わ

ち
三
七
年
か
ら
名
古
屋
電
灯
が
動
力
用
の
電
力
を
供
給
し
て
か
ら
急
速
に
電
力
化
地
域
が
増
大
し
た
。

27 

(9) 

明
治
初
年
の
工
業
地
域
は
旧
城
下
町
お
よ
び
そ
の
接
続
地
に
立
地
し
て
い
た
が
、
二

0
年
代
に
な
る
と
旧
城
下
町
の
東
部
と
南
部
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に
拡
散
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
荷
車
・
荷
馬
車
時
代
に
お
い
て
は
鉄
道
駅
と
の
近
接
関
係
が
強
く
、
東
部
は
三
三
年
中
央
線
千
種
駅
開
業

ま
で
は
、

ほ
ぼ
山
口
町
と
新
栄
町
を
結
ぶ
線
上
で
限
界
を
決
定
し
て
い
る
o

こ
れ
に
対
し
南
部
は
大
須
観
音
の
周
辺
か
ら
堀
川
筋
の
台
地

上
を
南
下
し
、

一
九
年
東
海
道
線
熱
田
駅
が
開
業
し
て
か
ら
は
、
台
地
上
か
ら
沖
積
低
地
へ
と
伸
長
し
て
い
る
。
日
本
車
輔
の
如
き
は
三

一
年
に
熱
田
駅
近
く
の
、
熱
田
東
町
の
低
地
に
一
万
六

0
0
0坪
の
敷
地
を
求
め
て
移
転
し
て
い
る
o

ま
た
西
部
に
お
い
て
は
一
九
年
武

豊
線
の
名
古
屋
仮
駅
が
開
業
し
、
次
い
で
二
二
年
東
海
道
線
が
全
通
し
て
名
古
屋
駅
が
完
成
す
る
と
、
堀
川
以
西
の
沖
積
地
に
も
伸
長
が

著
し
く
、

三
重
紡
績
愛
知
分
工
場
・
日
本
陶
器
・
名
古
屋
機
械
製
造
(
豊
田
織
機
)

の
三
大
企
業
が
立
地
し
て
新
し
い
工
業
地
域
を
形
成

し
た
。
鉄
道
交
通
に
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
な
い
北
部
は
、
二
九
年
に
原
製
糸
、

つ
づ
い
て
帝
国
撚
糸
の
よ
う
な
企
業
が
成
立
し
た
が
、

工
業

地
域
と
し
て
の
形
成
は
弱
く
、

ま
た
東
北
部
の
大
曾
根
地
域
も
四
四
年
に
中
央
線
大
曾
根
駅
が
開
業
す
る
ま
で
は
、

工
業
地
域
は
形
成
さ

れ
て
い
な
い
。

さ
て
明
治
の
工
業
地
域
の
区
域
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
第
2
図
に
示
す
如
く
ほ
と
ん
ど
洪
積
台
地
上
に
分
布
し
、
そ
の
密
度
は
旧
城
下

町
の
東
部
(
現
在
の
中
区
と
東
区
の
一
部
)
と
南
部
(
現
在
の
中
区
)
に
高
く
つ
づ
い
て
そ
の
延
長
は
南
部
の
熱
田
地
域
(
現
在
の
熱
田

区
の
一
部
)
と
西
部
(
現
在
の
西
区
と
中
村
区
の
一
部
)

に
伸
び
て
い
る
。
す
な
わ
ち
国
鉄
東
海
道
線
と
中
央
線
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
ほ

と
ん
ど
分
布
し
、
業
種
は
混
在
し
て
い
る
o

し
か
し
醸
造
業
は
旧
城
下
町
、
陶
磁
器
工
業
は
瀬
戸
に
近
い
東
北
部
、

マ
ッ
チ
工
業
や
木
材

工
業
は
堀
川
筋
、
鉄
工
や
機
械
工
業
は
南
部
の
延
長
地
域
に
や
や
集
団
し
て
分
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。




